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第５回全日本Ch
チ ャ レ ン ジ ド

allenged
アクアスロン皆生大会

日本のトライアスロン発祥の地・皆生
で、障がい者による水泳・ランニング
の複合競技大会『Challengedアクア
スロン』が、10月10日［体育の日］、
爽やかな秋空の下で開催されました。
写真は、大きな声援に包まれながら
ゴールに向かう参加選手。



扶
養
控
除
が
見
直
さ
れ
ま
す

所
得
税
は
平
成
23
年
分
か
ら
、

　

個
人
市
県
民
税（
個
人
住
民
税
）は
平
成
24
年
度
か
ら
変
わ
り
ま
す
。

　

所
得
税
（
国
税
）
の
扶
養

控
除
の
見
直
し
に
伴
い
、
個

人
市
県
民
税
（
地
方
税
）
で

も
扶
養
控
除
の
見
直
し
が
行

な
わ
れ
ま
す
。

◆
０
歳
か
ら
15
歳
ま
で
の
扶

養
親
族
に
対
す
る
扶
養
控
除
※

（
33
万
円
）
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

※
以
下
「
年
少
扶
養
控
除
」

◆
16
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の
特
定

扶
養
親
族
に
対
す
る
扶
養
控
除

の
上
乗
せ
部
分
（
12
万
円
）
が

廃
止
さ
れ
ま
す
。

※
「
変
更
の
イ
メ
ー
ジ
」
図
参
照

◆
同
居
特
別
障
害
者
加
算

（
23
万
円
）
の
特
例
が
見
直
さ

れ
ま
す
。

　

年
少
扶
養
控
除
が
廃
止
さ
れ

る
と
、
同
居
特
別
障
害
者
の
場

合
に
は
、
年
少
扶
養
控
除
に
お

け
る
同
居
特
別
障
害
者
加
算
の

平成24年度
税制改正

特
例
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
同
居
特
別
障
害
者

加
算
の
特
例
措
置
に
つ
い
て

は
、
特
別
障
害
者
控
除
に
お
い

て
手
当
て
さ
れ
ま
す
。

※
左
の
図
参
照

個
人
市
県
民
税
の
見
直
し
内
容

変更のイメージ
＜平成23年度まで＞

控
除
額

45万円 ※同居老親等については 45万円

特定扶養控除

38万円
33万円 33万円 老人扶養

控　除年少扶養
控　除 一般扶養控除

０
歳

15
歳
16
歳

18
歳
19
歳

22
歳
23
歳

69
歳
70
歳

＜平成24年度から＞

控
除
額

45万円 ※同居老親等については 45万円
縮減
33万円 特定扶養

控除

38万円
33万円 老人扶養

控　除廃止 一般扶養
控除に移行 一般扶養控除

０
歳

15
歳
16
歳

18
歳
19
歳

22
歳
23
歳

69
歳
70
歳

例：扶養親族の方が０歳から15歳まで
　　の同居特別障害者である場合

＜平成23年度まで＞
年少扶養
控　除
33万円

同居特別
障害者加算
23万円

特別障害者
控　除
30万円

＜平成24年度から＞
年少扶養
控除の
廃　止

同居特別
障害者加算
23万円

特別障害者
控　除
30万円

年少扶養控除への
加算から特別障害
者控除への加算に
変わります。



　

扶
養
控
除
の
制
度
改
正

に
伴
い
、
年
末
調
整
の
際

に
ご
記
入
い
た
だ
い
て
い

る
所
得
税
の
「
給
与
所
得

者
の
扶
養
控
除
等
（
異
動
）

申
告
書
」
が
変
更
さ
れ
、「
控

除
対
象
扶
養
親
族
」
の
欄

に
は
「
年
齢
16
歳
未
満
の

扶
養
親
族
」
を
記
載
す
る

必
要
が
な
く
な
り
ま
す
（
年

齢
16
歳
以
上
の
扶
養
親
族

の
み
記
載
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
）。　
　

　

た
だ
し
、
個
人
住
民
税

の
算
定
（
非
課
税
限
度
額

の
判
定
等
）
に
は
「
年
齢

16
歳
未
満
の
扶
養
親
族
」
の

情
報
が
必
要
で
あ
る
た
め
、 

同
申
告
書
に
あ
る
「
住
民

税
に
関
す
る
事
項
」
欄
の

「
年
齢
16
歳
未
満
の
扶
養
親

族
」
に
つ
い
て
、
必
ず
記

載
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
給
与
所
得
者
の
扶
養
控

除
等
申
告
書
」
の
具
体
的

な
記
入
方
法
に
つ
い
て
は
、

市
民
税
課
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
「
公
的
年
金
等
の
受
給

者
の
扶
養
親
族
等
申
告
書
」

も
同
様
に
変
更
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、「
年
齢
16
歳
未

満
の
扶
養
親
族
」
欄
に
忘

れ
ず
に
記
載
を
お
願
い
し

ま
す
。
記
載
方
法
等
が
分
か

ら
な
い
場
合
は
、
各
年
金
支

払
者
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
市
民
税
課

　
（
☎
23
―
５
１
１
４
）

個
人
市
県
民
税
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

給
与
所
得
者
の
扶
養
控
除
等

申
告
書
に
つ
い
て

例：本人（給与 400万円）、妻（専業主婦）および子供２人（17歳、13歳）の世帯の場合
　　※社会保険料控除を収入の 10％相当で試算しています。

＜平成23年度まで＞
給与収入
4,000,000円

給与所得
2,660,000円

社会保険料控除
400,000円

配偶者控除
330,000円

扶養控除
780,000円

基礎控除
330,000円

個人市民税
42,300円

個人県民税
27,700円

合 計
70,000円

扶養控除▲

17歳の子　45万円→ 33万円▲

13歳の子　33万円→ ０円

＜平成24年度から＞
給与収入
4,000,000円

給与所得
2,660,000円

社会保険料控除
400,000円

配偶者控除
330,000円

扶養控除
330,000円

基礎控除
330,000円

個人市民税
74,700円

個人県民税
49,300円

合 計
124,000円

年末調整・確定申告用の「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書｣が発行されます
◆今年の年末調整や平成24年確定申告において、平成23年１月１日から12月31日までの間に納付した、あるいは納付
予定の国民年金保険料の全額が社会保険料控除の対象になります。
　この社会保険料控除を受けるためには、納付したことを証明する書類の添付が義務付けられています。つきましては、
平成23年１月１日から９月30日までの間に国民年金保険料を納付された方については 11月上旬に、10月１日から 12月
31日までの間に今年初めて国民年金保険料を納付された方については平成24年２月上旬に、それぞれ日本年金機構本部
から「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が送付されますので、年末調整や確定申告の際には必ずこの証明書（ま
たは領収書）を添付してください。
　また、年末調整や確定申告をされる方が、ご家族の国民年金保険料を納付された場合も社会保険料控除に加えること
ができますので、ご家族あてに送られたこの証明書（または領収書）を添付の上申告してください。
　なお、「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」に関するお問い合わせは、この証明書に表示されている日本年金機
構本部または米子年金事務所（☎３４－６１１１）にお願いします。
◆国民年金保険料は、税金にも有利となりますので、ぜひ納付しましょう。
■問合せ　保険年金課年金係（☎２３－５１４２）



不
良
行
為
の
80
％
が

深
夜
徘は

い

徊か
い

と
喫
煙
で
す

　

本
年
７
月
１
日
か
ら
鳥
取
県

青
少
年
健
全
育
成
条
例
の
改
正

が
適
用
と
な
り
、
新
た
に
保
護

者
は
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
場

合
の
ほ
か
は
、
深
夜
（
午
後
11

時
か
ら
翌
日
の
日
の
出
前
ま
で
）

に
青
少
年
（
18
歳
未
満
た
だ
し

婚
姻
者
を
除
く
）
を
外
出
さ
せ

な
い
よ
う
努
め
る
こ
と
が
定
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
従
来
か
ら
青
少
年
の

健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
、
カ

ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
な
ど
の
遊
戯

施
設
で
は
青
少
年
を
深
夜
に
入

場
さ
せ
た
り
、
引
き
続
い
て
利

用
さ
せ
な
い
こ
と
や
、
コ
ン
ビ

ニ
で
も
深
夜
に
敷
地
内
に
い
る

青
少
年
に
対
し
て
帰
宅
を
促
す

こ
と
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

よ
そ
の
子
も　

わ
が
子
も
同
じ　

地
域
の
子

米
子
市
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

☎
35
―
０
８
５
２

青
少
年
育
成
米
子
市
民
会
議

☎
23
―
５
４
４
１

平
成
23
年
度
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
強
調
月
間

青
少
年
・
成
人
式
特
集

未
成
年
者
の
飲
酒
・
喫
煙
は

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　

飲
酒
・
喫
煙
は
非
行
グ
ル
ー

プ
へ
の
つ
な
が
り
を
強
め
、
結

束
の
象
徴
と
な
る
行
為
で
、
や

が
て
次
の
段
階
へ
と
エ
ス
カ

レ
ー
ト
し
て
い
く
前
兆
行
動
で

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
予
防
対
策
と
し
て
、
タ

バ
コ
や
酒
類
を
販
売
し
て
い
る

コ
ン
ビ
ニ
や
小
売
店
で
は
、
未

成
年
者
と
思
わ
れ
る
客
に
は
、

年
齢
確
認
を
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

不
良
行
為
を
す
る
子
ど
も

た
ち
は
、「
誰
に
も
迷
惑
を
か

け
て
い
な
い
。」
と
言
い
ま
す

が
、
深
夜
徘
徊
や
飲
酒
・
喫

煙
が
非
行
へ
の
き
っ
か
け
と

な
っ
て
い
る
実
態
が
あ
り
、

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
子
ど
も

た
ち
の
身
体
や
心
へ
悪
影
響

を
及
ぼ
す
だ
け
で
な
く
、
将

来
、
社
会
に
と
っ
て
も
、
極

め
て
大
き
な
損
失
と
な
り
ま

す
。

　

大
人
が
、「
こ
れ
く
ら

い
・
・
・
」
と
見
過
ご
す
こ

と
な
く
、
地
域
の
子
ど
も
た

ち
に
関
心
を
持
ち
、「
声
」
を

か
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

成
人
式
の
案
内
状
を送

付
し
ま
す

　

平
成
23
年
11
月
１
日
現
在
、
米
子
市

に
住
所
の
あ
る
、
平
成
３
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
４
年
４
月
１
日
ま
で
の
間
に

生
ま
れ
た
方
が
対
象
で
す
。

　

成
人
式
の
案
内
状
は
、
12
月
中
旬
頃

ま
で
に
登
録
住
所
に
郵
送
す
る
予
定
で

す
。
住
民
登
録
が
あ
る
方
は
、
発
送
に

つ
い
て
特
に
手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
市
内
に
実
家
が
あ
り
、
進
学
・

就
職
等
で
市
外
転
出
さ
れ
た
方
な
ど
で

出
席
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
11
月
１

日
以
降
、
別
途
電
話

か
Ｅ
メ
ー
ル
で
生
涯

学
習
課
ま
で
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。
お
申

込
み
の
際
は
、
次
の

項
目
を
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

■
案
内
状
の
郵
送
を
希
望
さ
れ
る
住
所

　
（
実
家
の
場
合
は
、
世
帯
主
も
）

■
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

■
生
年
月
日

■
電
話
番
号

■
性
別

■
出
身
中
学
校

ま
た
、
12
月
中
旬
に
な
っ
て
も
案
内

状
が
届
か
な
い
方
に
つ
い
て
も
、
生

涯
学
習
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。実

行
委
員
会
ス
タ
ッ
フ
を

募
集
し
て
い
ま
す

　

成
人
式
式
典
を
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
、

そ
し
て
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
イ
デ
ィ
ア
で

企
画
・
運
営
・
進
行
し
て
い
た
だ
け

る
方
を
募
集
し

ま
す
。
成
人
式

を
新
た
な
門
出

の
思
い
出
に
し

た
い
、
や
る
気

の
あ
る
新
成
人

の
方
、
ぜ
ひ
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

■
応
募
・
問
合
せ

〒
683
―
８
６
８
６　

東
町
161
―
２

米
子
市
教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
課

青
少
年
係
（
☎
23
―
５
４
４
４
）

Ｅ
メ
ー
ル
…

shogaku@
city.yonago.lg.jp

平
成
24
年
　
米
子
市
成
人
式

日
時　

平
成
24
年
１
月
３
日
㈫　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

会
場　

式
典
：
米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー



■
加
齢
と
と
も
に
、
聴
力
、

視
力
、
判
断
力
、
瞬
発
反
応

力
な
ど
身
体
能
力
が
低
下
し

て
い
き
ま
す
。

　

高
齢
運
転
者
は
、
加
齢
に

よ
る
身
体
機
能
の
衰
え
を
自

覚
し
、
ゆ
と
り
を
持
っ
て
安

全
運
転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■
70
歳
以
上
の
運
転
者
は
、

高
齢
運
転
者
標
識
（
高
齢
者

マ
ー
ク
）
の
表
示
を
行
な
い

ま
し
ょ
う
。

（
高
齢
運
転
者
を
保
護
す
る
た

め
の
規
定
で
す
。）

■
高
齢
者
の
方
な
ど
が
、
身

体
機
能
の
低
下
等
を
理
由
と

し
て
自
主
的
に
運
転
免
許
証

を
返
納
す
る
「
申
請
に
よ
る

運
転
免
許
証
の
取
消
し
」
制

度
が
あ
り
ま
す
。

■
運
転
免
許
証
返
納
後
の
身

分
の
証
明
を
ご
心
配
な
方
に

は
、
公
的
な
身
分
証
明
書
と

し
て
使
用
で
き
る
顔
写
真
付

き
の
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

（
住
基
カ
ー
ド
）が
あ
り
ま
す
。

◆　住基カードの申請の際には、運転免許証等の本人確認書類が必要です　◆
　運転免許証の自主返納をお考えの方は、住基カードの交付手続をすませてから、運転
免許証の自主返納をしていただくと、手続がスムーズです。（発行手数料 500円）
■問合せ　防災安全課（☎２３－５３３９）・市民課（☎２３－５１４４）

　

戸
籍
謄
本
や
住
民
票
の
写

し
な
ど
を
本
人
の
代
理
人
や

第
三
者
に
交
付
し
た
と
き
、

事
前
に
登
録
し
た
人
に
対
し

て
、
そ
の
事
実
を
通
知
す
る

制
度
を
11
月
１
日
か
ら
開
始

し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
不
正
請
求

や
不
正
取
得
を
抑
止
す
る
効

果
が
期
待
で
き
ま
す
。

制
度
の
流
れ

①
事
前
登
録

通
知
を
希
望
す
る
人
が
事
前

に
登
録
し
ま
す
。

②
代
理
人
・
第
三
者
か
ら

の
戸
籍
謄
抄
本
・
住
民
票

の
写
し
等
の
交
付
請
求

交
付
請
求
者
に
対
し
、
審
査

の
う
え
交
付
し
ま
す
。

③
登
録
者
へ
通
知

事
前
に
登
録
し
た
人
に
交
付

し
た
事
実
を
通
知
し
ま
す
。

通
知
を
希
望
さ
れ
る
方
は

事
前
の
登
録
が
必
要
で
す

■
登
録
で
き
る
方

米
子
市
に
本
籍
あ
る
い
は
住

民
登
録
の
あ
る
方
（
過
去
に

あ
っ
た
方
を
含
む
）

■
登
録
方
法

登
録
希
望
者
ご
本
人
が
本
人

確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、

パ
ス
ポ
ー
ト
、
顔
写
真
付
き

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
な

ど
）
を
持
っ
て
、
市
役
所
市

民
課
ま
た
は
淀
江
支
所
地
域

生
活
課
の
窓
口
で
登
録
の
手

続
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
登

録
は
無
料
で
す
。）

※
代
理
人
が
申
し
込
ま
れ
る

場
合
は
、
委
任
状
が
必
要
で

す
。

く
わ
し
く
は
、
市
民
課
（
☎

23
―
５
１
４
４
）
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

本
人
通
知
制
度
を
開
始
し
ま
す



～お申込みは 11月１日から～
■対象児童　保護者が仕事、病気、出産、看護などのため、日中、家庭で保育ができない児童
＊家庭で保護者以外の方が保育できるときは除きます。
■受付期間・場所　11月１日（火）～30日（水）の開所時間内に、第１希望の保育所で受け付けます。
入所申込書は、１日（火）から各保育所、市役所こども未来課（本庁舎１階）でお渡しします。
＊申込みに必要な提出書類など、くわしくは保育所入所申込書と一緒にお渡しする保育所入所申込案内でご確認ください。
■問合せ　各保育所または、市役所こども未来課 (☎２３－５１７７)
■保育所名・所在地・対象年齢等（定員については継続児を含む）

保育所名 所在地 電話番号 定員
開所時間
（平日）

開所時間
（土曜日）

対象年齢
空欄の園は生後１年以上
から小学校就学前まで

延長
保育
※１

米
子
市
立
　
※
３

東 保 育 園 博労町 3-41 ２２－５６９５ 120 7:45～18:00 7:45～18:00
西 保 育 園 錦町 3-92-7 ２２－５６９３ 120 7:30～19:00 7:30～18:00 ２才～就学前 ○
南 保 育 園 陽田町 45 ２２－５６９７ 80 7:45～18:00 7:45～12:30
す み れ 保 育 園 愛宕町 15-1 ２２－５６９１ 45 7:45～18:00 7:45～12:30
さ く ら 保 育 園 兼久 606-3 ２６－２６９２ 120 7:30～19:00 7:30～18:00 生後６週間～就学前 ○
彦 名 保 育 園 彦名町 4500-36 ２９－０８３５ 90 7:45～18:00 7:45～12:30
崎 津 保 育 園 大崎 1444 ２８－８３８１ 90 7:45～18:00 7:45～12:30
小 鳩 保 育 園 大篠津町 758-1 ２８－８２１０ 90 7:30～19:00 7:30～12:30 ○
富 益 保 育 園 富益町 628 ２８－８２２８ 90 7:45～18:00 7:45～12:30
夜 見 保 育 園 夜見町 1679-8 ２９－０９２７ 90 7:45～18:00 7:45～12:30
春 日 保 育 園 上新印 238 ２７－０８５０ 45 7:45～18:00 7:45～12:30
こ た か 保 育 園 尾高 566 ２７－１０２０ 60 7:45～18:00 7:45～12:30
あ が た 保 育 園 福万 363-4 ２７－１８８６ 90 7:45～18:00 7:45～12:30
ね むの木保育園 錦町 3-77 ３４－２６９５ 60 7:30～19:00 7:30～18:00 生後６週間～２歳未満 ○
淀 江 保 育 園 淀江町淀江 480-3 ５６－３６７８ 90 7:45～18:00 7:45～18:00
大 和 保 育 園 淀江町中間 586-2 ５６－２２０３ 120 7:45～18:00 7:45～18:00 生後３か月～就学前
宇 田 川 保 育 園 淀江町中西尾224-2 ５６－２０８７ 45 7:45～18:00 7:45～18:00

私
　
立

米子聖園マリア園 東倉吉町 142 ３４－３０５４ 160 7:30～19:00 7:30～19:00 ○
仁 慈 保 幼 園 東町 456 ３４－３２６７ 120 7:00～19:00 7:00～19:00 生後６週間～就学前 ○
わ か ば 園 加茂町 2-211 ２２－３７７４ 110 7:00～19:00 7:00～19:00 生後６週間～就学前 ○
かいけわかば園 皆生温泉 2-8-47 ２２－３７７６ 110 7:00～19:00 7:00～19:00 生後６週間～就学前 ○
ゆりかご保育園 皆生 6-4-21 ３３－２３６８ 35 7:30～19:00 7:30～19:00 生後６週間～３歳未満 ○
あ ゆ み 保 育 園 両三柳 2406-3 ３３－８６１６ 60 7:00～19:00 7:00～19:00 生後６週間～４歳未満 ○
保育園ベアーズ 榎原 1889-6 ３９－７１００ 120 7:00～20:00 7:00～20:00 生後６週間～就学前 ○
の ぞ み 保 育 園 和田町 2002-1 ２５－１９１０ 20 7:30～18:30 7:30～18:30 生後６週間～３歳未満
い づ み 保 育 園 中島 1-10-55 ３３－８９８５ 120 7:00～19:00 7:00～19:00 生後６週間～就学前 ○
キッズタウン24かみごとう 両三柳 1400 ３０－０１１１ 120 6:00～20:00 6:00～20:00 ２才～就学前 ○
キッズタウン24第2保育園 両三柳 1400 ３０－０１１１ 45 6:00～22:00 6:00～22:00 生後６週間～２歳未満 ○
ひ ば り 保 育 園 上福原 5-13-78 ３３－６１６６ 100 7:30～20:00 7:30～20:00 生後６週間～就学前 ○
えんぜる保育園 旗ケ崎 1-3-10 ３３－８５５０ 90 7:30～19:30 7:30～19:30 生後６週間～就学前※2 ○
よどえババール園 淀江町佐陀 2169 ５６－５２６８ 60 7:00～20:00 7:00～20:00 生後６週間～就学前※2 ○

社
会
福
祉
法
人
米
子
福
祉
会

巌 保 育 園 蚊屋 291-11 ２７－０８０６ 60 7:30～19:00 7:30～18:00 ○
五 千 石 保 育 園 八幡 715-1 ２６－０１３０ 90 7:30～19:00 7:30～18:00 ○
福 生 保 育 園 上福原 2-2-1 ３３－５７０７ 120 7:30～19:00 7:30～18:00 生後６週間～就学前 ○
河 崎 保 育 園 河崎 394-3 ２９－４６３３ 130 7:30～19:00 7:30～18:00 生後６週間～就学前 ○
和 田 保 育 園 和田町 3271-6 ２８－８３１９ 60 7:30～19:00 7:30～18:00 ○
福 米 保 育 園 西福原 8-2-10 ３３－１６０４ 120 7:30～19:00 7:30～18:00 ○
成 実 保 育 園 石井 95-3 ２６－１８５５ 60 7:30～19:00 7:30～18:00 ○
加 茂 保 育 園 両三柳 4612 ２９－４３２９ 120 7:30～19:00 7:30～18:00 ○
住 吉 保 育 園 旗ヶ崎 5-18-10 ２９－２９４７ 120 7:30～19:00 7:30～18:00 ○
車 尾 保 育 園 車尾南 1-13-13 ３２－２４５４ 90 7:30～19:00 7:30～18:00 ○

◎認定こども園（認定こども園の入所手続きは、一般の認可保育所と異なりますので、「かいけすまいる保育園」にご確認ください。）
私立 かいけすまいる保育園 新開 4-14-11 ２２－１４４０ 60 7:30～19:00 7:30～19:00 生後６か月～就学前 ○

※１　延長保育は、開所時間内の18時以降が対象になります。
　　　ただし、「キッズタウン 24かみごとう」と「キッズタウン 24第２保育園」の延長保育の時間は次のとおりです。
　　　 ▼「キッズタウン 24かみごとう」…６時～７時、18時～ 20時　　 ▼「キッズタウン 24第２保育園」…６時～ 10時
※２　「えんぜる保育園」・「よどえババール園」は、定員の都合により３歳への継続時に選考を行ないます。
　　　 ▼「えんぜる保育園の定員」…０歳から２歳は各 20名程度、３歳から５歳は各 10名程度
　　　 ▼「よどえババール園の定員」…０歳から２歳は各 15名程度、３歳から５歳は各５名程度
※３　米子市立の保育所のうち、現在、次のとおり民営化予定（米子市立→私立）ですので、あらかじめご了承ください。
　　　さくら保育園→平成25年４月～、夜見保育園→平成26年４月～、大和保育園→平成27年４月～
■米子市外の保育所に入所を希望される場合は、市役所こども未来課にお申し出ください。

平成24年４月の保育所入所案内



２歳になったら幼稚園
幼稚園は子どもがはじめて出会う学校です

平成24年４月から入園する園児を募集しています。くわしくは、入園を希望される幼稚園へお問い合わせください。
■対象　５～２歳　（平成18年４月２日～平成22年４月１日生）

幼 稚 園 名 所 在 地 電 話 番 号 幼 稚 園 名 所 在 地 電 話 番 号
良 善 安倍 65 ２４－０８１５ み ず ほ 陰田町 324－6 ３３－３１１８
米 子 両三柳 2755 ２４－３５００ 東 み ず ほ 福市 1730－9 ２６－３９３１
あ け ぼ の 義方町４－1 ２２－５０５４ か も め 夜見町 2568 ２９－１０５８
か い け 新開 4－14－11 ２２－７９００ に し き 河崎 1660 ２９－５６７５
米 子 み ど り 車尾 3－12－56 ３３－５１０６ 西 部 あ お ば 二本木 259－6 ２７－３４５９

　ご家庭で取り組んでおられる「我が家自慢の節電方法」を募
集します。
　電力会社が発行する「電気ご使用量のお知らせ」に記載され
ている電気使用量が「前年同月」の使用量に比べ、15パーセン
ト以上の節電となっていた場合が対象となります。
　なお、日常生活における節電が対象ですので、長期間不在で
あった場合などは対象外となります。
　くわしくは米子市ホームページでご確認ください。
■対象期間
「電気ご使用量のお知らせ」の平成23年７月分～12月分までの
間の、いずれか１か月分
■申込受付期間　11月１日（火）～ 12月28日（水）
■申込方法
申込用紙にご家庭で取り組まれた節電活動をご記入の上、「電気
ご使用量のお知らせ」の写し（コピー）または、「電気料金お支払
いのご照会」の写し（コピー）を添付して、市役所環境政策課（市
役所旧庁舎１階）までご持参いただくか、郵送でお申込みくださ
い。申込用紙は、米子市ホームページからダウンロードしてい
ただくか、環境政策課にあります。
■問合せ　〒 683－8686　米子市中町 20
　　　　　米子市役所環境政策課（☎２３－５２５９）

おわびと訂正
広報よなご 10月号４ページ「財政の健全性に関する比
率を公表します」の記事中、「米子市の健全化判断比率」
の連結実質赤字比率の財政再生基準（赤信号）の数値が
誤っていましたので、おわびして訂正いたします。

（誤）40.00％以上　→　（正）35.00％以上

加茂中央橋で通行規制を実施します
　加茂中央橋が架け替え工事に伴い一時的に通行止め
となります。工事期間中は迂

う

回路を通行していただく
ようになります。大変ご迷惑をおかけしますが、ご理
解とご協力をお願いします。
■規制期間　11月中旬～平成24年３月末（予定）
■問合せ　農林水産省　中国四国農政局　斐伊川沿岸
農業水利事業所　弓浜半島支所（☎４７－１３２２）



あ
い
さ
つ
啓
発
標
語　
　

こ
ん
に
ち
は　

笑
顔
一
つ
で　

輪
が
広
ま
る　
　
　
　

大
篠
津
小
学
校

　

市
民
生
活
の
向
上
を
め
ざ

し
、『
生
活
充
実
都
市
・
米
子
』

の
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
た
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

市
長
が
各
地
域
に
う
か
が
い
、

本
市
の
現
状
や
課
題
、
今
後
の

取
組
み
等
に
つ
い
て
説
明
し
、

皆
様
方
と
意
見
交
換
を
行
な
い

ま
す
。
ど
な
た
で
も
ご
参
加
で

き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

市
政
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す

『
市
長
と
語
ろ
う　
い
き
い
き
米
子
の
ま
ち
づ
く
り
』

開催日時 場 所
11月４日（金） 県 公 民 館
11月８日（火） 大 高 公 民 館
11月11日（金） 成 実 公 民 館
11月14日（月） 崎 津 公 民 館
11月15日（火） 五千石公民館
11月21日（月） 永 江 公 民 館
11月24日（木） 河 崎 公 民 館
11月28日（月） 福米東公民館
11月29日（火） 福米西公民館
※時間は、いずれも午後７時から

　
今
月
は
大
篠
津
小
学
校

か
ら
、
朝
の
あ
い
さ
つ
の

模
様
を
お
伝
え
し
ま
す
。

大
篠
津
っ
子

あ
い
さ
つ
運
動

　

毎
月
１
日
と
15
日
に
「
あ
い

さ
つ
運
動
」
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
当
日
は
、
職
員
が
学
校
前

の
交
差
点
に
立
っ
た
り
、
更
生

保
護
女
性
会
の
方
に
玄
関
前
に

立
っ
て
い
た
だ
い
た
り
し
て
、

登
校
し
て
き
た
子
ど
も
た
ち
と

笑
顔
で
あ
い
さ
つ
を
か
わ
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
会
の
「
学
校
を

楽
し
く
し
よ
う
委
員
会
」
の
メ

ン
バ
ー
が
中
心
と
な
り
、「
あ
い

さ
つ
運
動
」
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
玄
関
前
で
登
校
し
て
く
る

児
童
に
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
、
元
気
な
あ
い
さ
つ
を

し
て
、だ
れ
に
で
も
心
の
こ
も
っ

た
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
よ
う
に

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
お
い
て
も
、

家
族
同
士
で
も
「
朝
起
き
た
と

き
あ
い
さ
つ
を
し
よ
う
。」
と
保

護
者
に
呼
び
か
け
て
、
家
庭
か

ら
も
あ
い
さ
つ
の
輪
を
広
め
る

運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
青
少
年
育
成
米
子
市
民
会
議

（
☎
23
―
５
４
４
１
）

　

11
月
の
開
催
予
定
は
次
の
と
お

り
で
す
。
そ
の
後
も
各
公
民
館
で

順
次
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　今月から新連載の「えが
おリレー」。
　市内の 24 の小学校で行
なわれているあいさつの取
組みをを順番に紹介してい
きます。
　来月は、明道小学校の取
組みをご紹介します。

鳥大病院周辺道路
渋滞緩和の社会実験を実施します 
　鳥取大学医学部附属病院では、駐車場の順番待ちの
ため、午前中の診療時間を中心に、周辺道路で渋滞が
発生しています。そこで、「米子駅前地下駐車場を利
用し、だんだんバスに乗車し附属病院を利用される場
合」に駐車料金、バス運賃を無料化し、附属病院に駐
車する車を減少させ、渋滞緩和を図る社会実証試験を
実施します。
■米子駅前地下駐車場とバスの利用方法
◆バスの利用方法

1. 米子駅前地下駐車場に車を駐車します。 
2. 駐車場入り口で受け取った駐車券を必ず持参し、
米子駅前バスターミナル 5 番乗場から「だんだんバ
ス」に乗車してください。 
3.「大学病院」で下車するときに駐車券を運転手に
提示してください。バス運賃が無料になります。 
4. 米子駅前地下駐車場までの帰りは、「だんだんバ
ス」または、日ノ丸自動車が運行する「医大―米子
駅線」に乗車してください。 
5. 米子駅で降りるときに駐車券を運転手に提示して
ください。バス運賃が無料になります。
ただし、途中下車するときは、運賃は無料になりま
せんので注意してください。
◆駐車場の利用方法

1. 病院での用事が終わったら、外来会計窓口に駐車
券を提示してください。「米子駅前地下駐車場一日無
料サービス券」がもらえます。 
2. 駅前地下駐車場から車を出すときに、自動精算機
でサービス券を利用してください。駐車料金が無料
になります。
「米子駅前地下駐車場一日無料サービス券」がないと、
駐車料金は無料になりませんので注意してください。
◆試験実施期間
　平成23年11月１日～平成24年４月30日（６か月間）



あ
い
さ
つ
啓
発
標
語　
　

こ
ん
に
ち
は　

そ
の
一
言
が　

贈
り
物　
　
　
　

大
篠
津
小
学
校

納税通知書送付用封筒
◆封筒の大きさ　たて約12センチ、よこ約19センチ
◆作成枚数　138,000枚
◆使用時期
　平成24年５月（固定資産税・軽自動車税納税通知）
　平成24年６月（市県民税納税通知）
◆広告の場所・大きさ
　封筒の裏面を４分割して広告を掲載します。
　１枠のサイズ…たて約 5.5センチ、よこ約 7.5センチ
◆広告掲載料　１枠当たり 98,000円（封筒作製時一括払い）
◆募集期間　１日（火）～25日（金）
■申込・問い合わせ　市民税課税制係（☎２３－５１１１）

墓地管理料納入通知書発送用封筒
◆封筒の大きさ　たて約12センチ、よこ約24センチ
◆作成枚数　3,500枚
◆使用時期　平成24年４月（市営墓地管理料納入通知）
◆広告の場所・大きさ
　封筒の裏面を４分割して広告を掲載します。
　１枠のサイズ…たて約4.5センチ、よこ約8センチ
◆広告掲載料　１枠あたり 20,000円（封筒作製時一括払い）
◆募集期間　７日（月）～25日（金）
■申込・問い合わせ　建設企画課総務係（☎２３－５５２９）

応募方法・掲載基準など、くわしくは米子市ホー
ムページに掲載しています。

米子市民自治基本条例（原案）への
意見募集を延長します

　米子市では、市民が主役となったまちづくりを進
めていくための基本的な考え方を定めるために、「米
子市民自治基本条例」の策定を進めています。この
たびまとめた条例（原案）について、現在、市民の
皆さんのご意見を募集していますが、その期間を延
長します。
　条例（原案）の資料は「米子市ホームページ」に
掲載するほか、米子市役所市民自治推進課、淀江支
所、行政窓口サービスセンター、ふれあいの里、公
民館に閲覧場所を設けています。ご意見に対して個
別には回答しませんが、米子市の考え方をとりまと
め、後日公表します。
■募集期限

【変更前】平成23年10月31日（月）まで
【変更後】平成23年11月18日（金）まで
■意見の提出方法
　様式は問いませんので、住所・氏名・連絡先を明
記の上、直接ご持参いただくか、郵送・FAX・E メー
ルでお寄せください。電話・口頭での受付はいたし
ませんのでご了承ください。
　なお、いただいた個人情報は、必要に応じ、意見
の内容等を確認することを目的に使用するものであ
り、目的以外の使用はいたしません。また、提出い
ただいた書類はお返しいたしません。
■提出・問合せ
　〒683－8686　米子市加茂町１－１
　米子市役所 市民自治推進課（本庁舎４階）
　☎２３－５３７５　FAX ２３－５３５４
　Ｅメール　jichiki@city.yonago.lg.jp

環境基本計画（原案）への
ご意見を募集しています

　米子市の環境施策を長期的な視点から総合的、計
画的に推進するために、「米子市環境基本計画」の策
定を進めており、その原案について市民の皆さんの
ご意見を募集しています。
　原案の資料は「米子市ホームページ」に掲載する
ほか、米子市役所環境政策課、淀江支所、行政窓口
サービスセンター、公民館に閲覧場所を設けていま
す。ご意見に対して個別には回答しませんが、米子
市の考え方をとりまとめ、後日公表します。
■意見の提出方法
　様式は問いませんので、住所・氏名・連絡先を明
記の上、直接ご持参いただくか、郵送・FAX・Ｅメー
ルでお寄せください。電話・口頭での受付はいたし
ませんのでご了承ください。
　なお、いただいた個人情報は、必要に応じ、意見
の内容等を確認することを目的に使用するものであ
り、目的以外の使用はいたしません。また、提出い
ただいた書類はお返しいたしません。
■募集期限　11月17日（木）まで
■提出・問合せ
　〒683－8686　米子市中町 20
　米子市役所環境政策課（旧庁舎１階）
　☎２３－５２５９　FAX ２３－５２５８
　Ｅメール　kankyoseisaku@city.yonago.lg.jp



◆
犯
罪
被
害
に
あ
う
可
能
性
は

誰
に
で
も
あ
り
ま
す
◆

　

私
た
ち
の
周
り
で
は
、
殺
人
、
傷
害
、

ひ
き
逃
げ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
犯
罪
が
多

数
発
生
し
て
お
り
、
誰
も
が
こ
の
よ
う
な

犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

　

近
年
、
犯
罪
被
害
者
等
の
人
権
問
題
に

対
す
る
社
会
的
認
識
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。

◆
犯
罪
被
害
者
等
のい

た
み
に
つ
い
て
◆

　

犯
罪
被
害
者
等
は
、
犯
罪
な
ど
に
よ
っ

て
、
自
分
や
家
族
の
命
を
奪
わ
れ
た
り
、

身
体
を
傷
つ
け
ら
れ
た
り
、
財
産
を
奪
わ

れ
る
と
い
っ
た
直
接
的
な
被
害
だ
け
で
な

く
、
被
害
後
に
生
じ
る
二
次
的
被
害
と
い

わ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
苦
し
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

二
次
的
被
害
と
は
、
被
害
に
あ
っ
た
こ

と
に
よ
る
精
神
的
な
苦
痛
や
身
体
の
不

調
、
捜
査
・
裁
判
の
過
程
で
の
精
神
的
・

時
間
的
負
担
、
周
囲
の
人
々
の
無
責
任
な

う
わ
さ
や
中
傷
、
過
剰
な
報
道
な
ど
に
よ

る
不
快
感
な
ど
で
す
。

◆
犯
罪
被
害
者
等
へ
の
支
援
施
策
◆

　

平
成
16
年
12
月
に
は
、
犯
罪
被
害
者
等

の
権
利
や
利
益
の
保
護
を
図
る
た
め
、「
犯

罪
被
害
者
等
基
本
法
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
法
で
は
、「
す
べ
て
犯
罪
被
害
者
等
は
、

個
人
の
尊
厳
が
重
ん
じ
ら
れ
、
そ
の
尊
厳
に

ふ
さ
わ
し
い
処
遇
を
保
障
さ
れ
る
権
利
を
有

す
る
。」
と
犯
罪
被
害
者
等
の
権
利
が
明
文
化

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
法
に
基
づ
き
、
平
成
17
年
12
月

に
は
、「
犯
罪
被
害
者
等
基
本
計
画
」
が
策
定

さ
れ
、
損
害
回
復
・
経
済
的
支
援
な
ど
の
重

点
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

県
内
で
も
、
平
成
20
年
に
「
と
っ
と
り
被

害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
」（
☎
０
８
５
７
―
30
―

０
８
７
４
）
が
開
設
さ
れ
、
犯
罪
被
害
者
等

か
ら
の
相
談
対
応
や
病
院
や
警
察
、
裁
判
所

な
ど
へ
の
付
き
添
い
等
の
支
援
活
動
が
本
格

的
に
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
犯
罪
被
害
者
等
の
人
権
に

配
慮
し
ま
し
ょ
う
◆

　

犯
罪
被
害
者
等
が
、
被
害
か
ら
立
ち
直
り
、

地
域
に
お
い
て
再
び
平
穏
に
暮
ら
せ
る
よ
う

に
な
る
た
め
に
は
、
制
度
面
の
改
革
だ
け
で

は
足
り
ま
せ
ん
。

　

無
責
任
な
う
わ
さ
や
中
傷
な
ど
が
生
ず
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
周
囲
の
人
々
の
一
層
の

理
解
が
必
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
犯
罪
被
害

者
等
の
人
権
に
配
慮
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

■
人
権
政
策
課
（
☎
23
―
５
４
１
５
）

※
こ
の
文
書
で
は
、「
犯
罪
被
害
者
等
」
は

犯
罪
等
に
よ
り
害
を
被
っ
た
人
及
び
そ
の
家

族
ま
た
は
遺
族
を
さ
し
て
い
ま
す
。

笹
ささ

鹿
か

彪
ひょう

　《砂丘は暮れる》
　米子市四日市町出身の洋画家・笹鹿 彪（ささか ひょう /1901年～1977年）は、
今年で生誕110年を迎えます。笹鹿は、19歳で上京して本郷絵画研究所で岡

お か

田
だ

三
さ ぶ

郎
ろ う す け

助に師事し、同年、第８回光風会展に初入選、翌年には第３回帝展（現・日展）
に初入選を果たします。以後も帝展、文展等に出品を続け、1960年には日展会員
となり、その後審査員・評議員・参与を歴任しています。また、1945～1946年
疎開のため帰郷し、香

こ う

田
だ

勝
か つ

太
た

らと「麓
ろ く じ ん

人会」（大山山麓に住む文化人の集団の意味）
の結成に参加し、郷里の文化活動の発展にも貢献しました。
　遊覧馬車が行き交う鳥取砂丘を舞台に、一人の女性が横たわる姿が夕暮れ時の
光と影の移ろいの中で画面からはみ出さんとばかりに表現された本作は、1974
年の第６回改組日展の出品作でもあります。
　この作品を含め当館が収蔵する笹鹿作品及び関連資料を一堂に展観する常設展
Ⅱ「生誕110年記念 収蔵品による笹鹿彪展」を 10月30日（日）から 11月27日（日）
まで開催いたします。くわしくは、19ページ「11月の催し」をご覧ください。

■問合せ　米子市美術館（☎３４―２４２４）
■URL　http://www.yonagobunka.net/y-moa/

笹鹿 彪　《砂丘は暮れる》
1974年　油彩・カンヴァス
162.0×130.0（㎝）
米子市美術館蔵



　

ご
確
認
く
だ
さ
い
「
入
学
前
の

健
康
診
断
の
お
知
ら
せ
」

　

平
成
17
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

18
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

お
子
さ
ん
は
、
来
年
の
４
月
に
新

し
く
小
学
校
に
入
学
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
度
、
米
子
市
教
育
委
員
会

で
は
、
小
学
校
新
１
年
生
の
保
護

者
の
方
に
「
入
学
前
の
健
康
診
断

に
つ
い
て
（
お
知
ら
せ
）」
を
お

送
り
し
ま
し
た
。
該
当
す
る
お
子

さ
ん
の
保
護
者
の
方
で
案
内
が
届

か
な
い
と
き
は
、学
校
教
育
課（
☎

23
―
５
４
３
４
）
に
お
早
め
に
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
就
学
通
知
書
」
は
平

成
24
年
１
月
末
ま
で
に
お
送
り
し

ま
す
。

　

第
９
回
特
別
弔
慰
金

　

第
９
回
特
別
弔
慰
金
（
額
面

24
万
円
、６
年
償
還
の
記
名
国
債
）

の
請
求
期
限
は
平
成
24
年
４
月
２

日
ま
で
で
す
。
請
求
期
限
を
過
ぎ

る
と
こ
の
弔
慰
金
を
受
け
る
権
利

が
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

公
務
扶
助
料
や
遺
族
年

金
等
を
受
け
て
い
た
方
が
平
成
17

年
４
月
１
日
か
ら
平
成
21
年
３
月

31
日
の
間
に
亡
く
な
る
な
ど
し
、

平
成
21
年
４
月
１
日
に
お
い
て
公

務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
の
受
給

権
者
が
い
な
い
場
合
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

■
対
象
と
な
る
ご
遺
族
は
次
の
順

番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一

人
で
す
。

１　

弔
慰
金
の
受
給
権
者

２　

戦
没
者
等
の
子

３　

戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有

し
て
お
り
、
か
つ
、
戦
没
者
等
と

氏
が
同
じ
で
あ
る
戦
没
者
等
の
①

父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

４　

上
記
３
以
外
の
戦
没
者
等
の

①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉

妹５　

上
記
１
か
ら
４
以
外
の
ご
遺

族
で
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引

き
続
き
１
年
以
上
の
生
計
関
係
を

有
し
て
い
た
三
親
等
内
の
親
族

問
い
合
わ
せ

障
が
い
者
支
援
課

　
（
☎
23
―
５
５
４
９
）

淀
江
支
所
市
民
生
活
課

　
（
☎
56
―
３
１
１
３
）

　

米
子
高
専
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
参
加
者
募
集

　

米
子
高
専
で
は
、
平
成
23
年
度

第
２
回
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

と
き　

12
日
㈯

対
象　

中
学
３
年
生
・
保
護
者

参
加
料　

無
料

■
各
中
学
校
を
通
し
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
米
子
高
専
学
生
課

教
務
係
（
☎
24
―
５
０
２
２
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

す
べ
て
の
拉
致
被
害
者
の
一
刻

も
早
い
帰
国
実
現
を
め
ざ
し
て

　

拉
致
問
題
を
許
さ
な
い
と
い
う

国
民
の
声
が
何
よ
り
も
強
い
力
と

な
り
、
拉
致
問
題
の
早
期
全
面
解

決
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

拉
致
問
題
へ
の
関
心
が
高
ま

り
、
拉
致
被
害
者
の
早
期
帰
国
が

実
現
す
る
こ
と
を
願
い
、
催
し
を

開
催
し
ま
す
。

【
拉
致
問
題
の
早
期
解
決
を
願
う

国
民
の
つ
ど
い
】

と
き　

９
日
㈬　

午
後
１
時
30
分

～
３
時
（
開
場
：
午
後
１
時
）

と
こ
ろ　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー　

国
際
会
議
室

　

自
衛
官
募
集

　

防
衛
省
で
は
、
貸
費
学
生
、
高

等
学
校
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

■
貸
費
学
生

受
付
期
間　

12
月
１
日
㈭
～
平
成

24
年
１
月
13
日
㈮

試
験
日　

平
成
24
年
２
月
４
日
㈯

▼
自
衛
隊
貸
費
学
生
…
現
在
、
大

学
３
・
４
年
生
、
大
学
院
（
専
門

職
大
学
院
を
除
く
）
で
、理
学
部
、

工
学
部
を
専
攻
し
た
学
術
を
活
か

し
て
引
き
続
き
自
衛
隊
に
勤
務
す

る
意
思
を
持
つ
人
に
対
し
、
防
衛

省
よ
り
学
費
金
を
貸
与
さ
れ
る
制

度
で
す
。

■
高
等
学
校
生
徒

受
付
期
間　

11
月
１
日
㈫
～
平
成

24
年
１
月
６
日
㈮

試
験
日　

平
成
24
年
１
月
14
日
㈯

▼
高
等
学
校
生
徒
…
将
来
、
陸
上

自
衛
隊
で
、
高
機
能
化
・
シ
ス
テ

ム
化
さ
れ
た
装
備
品
を
駆
使
、
運

用
す
る
と
と
も
に
、
国
際
社
会
に

お
い
て
も
自
信
を
持
っ
て
対
応
で

き
る
自
衛
官
と
な
る
者
を
養
成
す

る
た
め
に
、
中
学
校
卒
業
者
を
対

象
に
採
用
す
る
制
度
で
す
。

問
合
せ　

自
衛
隊
米
子
地
域
事
務

所
（
☎
33
―
２
４
４
０
）

ひ
と
り
ひ
と
り
が
川
や
海
を
き
れ
い
に
し
よ
う

く
ら
し
の情

報

◆
政
府
関
係
者
等
に
よ
る
あ
い
さ
つ

◆
拉
致
被
害
者
御
家
族
メ
ッ
セ
ー
ジ

▼
松ま

つ
も
と本　

孟は
じ
め

さ
ん

（
１
９
７
７
年
10
月　

米
子
市
で
拉

致
さ
れ
た
松
本
京
子
さ
ん
の
兄
）

▼
横よ

こ

田た　

滋し
げ
る

さ
ん

（
１
９
７
７
年
11
月　

新
潟
県
で
拉

致
さ
れ
た
横
田
め
ぐ
み
さ
ん
の
父
）

▼
横よ

こ

田た

早さ

き

え

紀
江
さ
ん

（
１
９
７
７
年
11
月　

新
潟
県
で
拉

致
さ
れ
た
横
田
め
ぐ
み
さ
ん
の
母
）

◆
拉
致
問
題
の
早
期
解
決
を
願
う

県
民
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
紹
介　

な
ど

◆
主
催　

政
府
拉
致
問
題
対
策
本

部
、
鳥
取
県
、
米
子
市
、
北
朝
鮮

拉
致
問
題
早
期
解
決
促
進
鳥
取
県

議
会
議
員
連
盟
、
北
朝
鮮
に
拉
致

さ
れ
た
日
本
人
を
救
出
す
る
た
め

の
鳥
取
の
会

※
参
加
無
料
。
手
話
通
訳
・
要
約

筆
記
あ
り
。

問
合
せ

人
権
政
策
課
（
☎
23
―
５
４
１
５
）



　

消
費
者
講
演
会
「
食
品
の
安
全

に
対
す
る
市
民
の
期
待
と
義
務
」

　

今
、
気
が
か
り
な
食
品
の
安
全

性
を
学
び
ま
す
。

と

き　

12
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

と
こ
ろ

ふ
れ
あ
い
の
里　

４
階
会
議
室

講

師

農
学
博
士　

山や
ま
だ田
友ゆ

き

こ

紀
子
さ
ん

農
林
水
産
省
大
臣
官
房
技
術
総
括

審
議
官

定

員　

130
名

※
入
場
無
料

申
込
・
問
合
せ

鳥
取
県
消
費
者
協
会
事
務
局

伊い

だ田
さ
ん
（
☎
68
―
２
８
１
３
）

　

体
力
づ
く
り
歩
け
歩
け
大
会

■
１
日
コ
ー
ス

13
日
㈰
午
前
８
時
40
分
・
Ｊ
Ｒ
米

子
駅
集
合
（
９
：
02
発 

９
：
33

武
庫
駅
着
）、
行
き
先　

江
府
町

方
面
（
俣
野
発
電
所
、
神
奈
川
神

社
ほ
か
）、
行
程
約
４
㎞
、
弁
当

持
参
、
運
賃
（
大
人
往
復
960
円
）、

午
後
３
時
30
分
頃
解
散
予
定
（
帰

り
14
：
29
武
庫
駅
発
）

※
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ク

ポ
ー
ル
レ
ン
タ
ル
…
要
予
約

問
合
せ

体
育
課
（
☎
23
―
５
４
２
６
）

　

一
般
公
開
健
康
講
座（
第
７
回
）

と

き

17
日
㈭　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

米
子
市
文
化
ホ
ー
ル　

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

テ
ー
マ

「
お
し
り
か
ら
血
が
出
た
ら
」

講

師

消
化
器
ク
リ
ニ
ッ
ク
米
川
医
院

院
長　

米よ
ね
か
わ
ま
さ

川
正
夫お

さ
ん

お
し
り
か
ら
血
が
出
る
場
合
、
ほ

と
ん
ど
の
場
合
は
痔
な
ど
の
良

性
の
疾
患
が
多
い
よ
う
で
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
大
腸
癌
が
隠
れ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
大
腸
癌

は
早
期
発
見
す
れ
ば
治
る
病
気
で

す
。
早
期
発
見
す
る
方
法
に
つ
い

て
お
話
し
し
ま
す
。

■
入
場
無
料　

申
込
不
要

問
合
せ　

㈳
鳥
取
県
西
部
医
師
会

（
☎
34
―
６
２
５
１
）

　

ふ
れ
あ
い
の
里　

健
康
講
座　

と

き

18
日
㈮　

午
後
１
時
30
分
～ 

と
こ
ろ

ふ
れ
あ
い
の
里　

４
階
中
会
議
室

テ
ー
マ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て

～
そ
の
予
防
と
対
処
法
～

講

師

博
愛
病
院 

麻
酔
科
部
長

堀ほ
り　

真し
ん

也や 

さ
ん

　

過
去
か
ら
学
ぶ
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
予
防
と
対
策
、
今
年
の
流

行
状
況
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま

す
。
ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

か
か
っ
た
ら
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の

か
？
等
々
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
な

い
ま
す
。

■
入
場
無
料
、
申
込
不
要

問
合
せ　

ふ
れ
あ
い
の
里
１
階 

総
合
案
内
（
☎
23
―
５
４
９
１
）

　

高
齢
者
の
再
就
職
を
支
援
し
ま
す

保
育
・
子
育
て
支
援
講
習

　

保
育
・
子
育
て
に
関
す
る
知
識

を
学
び
ま
す
。

講
習
期
間

11
月
21
日
㈪
～
12
月
１
日
㈭

（
土
日
祝
日
を
除
く
８
日
間
）

講
習
会
場　

米
子
広
域
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
（
錦
町
）

対
象　

55
歳
以
上
で
就
職
・
就
業

を
希
望
し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求

職
登
録
を
し
て
い
る
方

募
集
期
間　

11
日
㈮
ま
で

定
員　

20
名

受
講
料　

無
料

申
込
書
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米

親
を
見
て
子
供
は
学
ぶ
男
女
の
役
割　
　
　

市
民
応
募
作
品

子
、
米
子
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
も
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ　

㈳
鳥
取
県
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
（
☎

37
―
２
５
３
１
）

　

人
権
週
間
フ
ォ
ー
ラ
ム

と

き　

12
月
４
日
㈰

午
前
９
時
50
分
～
午
後
４
時
30
分

と
こ
ろ　

米
子
市
文
化
ホ
ー
ル　

メ
イ
ン
ホ
ー
ル

▼
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

　
「
祥
福
太
鼓
」に
よ
る
太
鼓
演
奏

▼
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

　

表
彰
式
・
朗
読
会

▼
は
あ
と
ふ
る
ム
ー
ビ
ー

　
「
ト
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
３
」
上
映

▼
よ
な
ご
の
人
権
フ
ォ
ー
ラ
ム
11

「
や
さ
し
く
な
ろ
う
コ
ン
サ
ー
ト

～
心
の
リ
ン
ゴ
を
あ
な
た
に
も
～
」

　

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

　

し
ま
む
ら
か
ず
お
さ
ん

▼
車
い
す
ダ
ン
ス
講
演

　

テ
ー
マ
「
ダ
ン
ス
で
心
の
バ
リ

　

ア
フ
リ
ー
を
！
」

　

講
師　

プ
ロ
車
い
す
ダ
ン
サ
ー

　

奈な

さ佐
誠せ

い
じ司

さ
ん

※
参
加
無
料
。
手
話
通
訳
・
要
約

筆
記
あ
り
。

問
合
せ

鳥
取
県
人
権
・
同
和
対
策
課

（
☎
０
８
５
７
―
26
―
７
５
９
２
）



男
女
共
同
参
画
は
相
手
を
思
い
や
る
気
持
ち
か
ら　
　
　

市
民
応
募
作
品

　

第
８
回　

ハ
ロ
ー
ほ
う
き
国
際

交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2011

世
界
の
人
と
「
あ
り
が
と
う
」

　

世
界
各
国
の
料
理
、ス
テ
ー
ジ
、

展
示
、
文
化
体
験
な
ど
盛
り
だ
く

さ
ん
の
内
容
で
す
。
ス
ロ
ー
ガ
ン

“
世
界
の
人
と
「
あ
り
が
と
う
」”

を
心
に
、
国
籍
・
言
語
が
異
な
る

人
々
と
世
㈮
界
を
感
じ
、
楽
し
み

な
が
ら
、
み
ん
な
で
世
界
の
こ
と

を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

と

き

13
日
㈰　

午
前
11
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー　

多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料　

無　

料

問
合
せ　

ハ
ロ
ー
ほ
う
き
国
際

交
流
連
絡
会　

渡
辺
さ
ん（
☎
24

―
６
０
８
２
）・
河
中
さ
ん（
☎

０
９
０
―
５
３
７
５
―
０
７
１
６
）

　

第
６
回　

中
海
産
業
技
術
展

中
海
も
の
づ
く
り
フ
ェ
ア
2011

　

中
海
圏
域
（
米
子
市
、境
港
市
、

安
来
市
、
松
江
市
）
の
行
政
と
商

工
団
体
が
主
催
し
て
、
圏
域
内
の

製
造
業
や
試
験
研
究
機
関
、大
学
、

高
専
な
ど
約
110
社
・
機
関
の
す
ぐ

れ
た
技
術
や
製
品
、
研
究
成
果
な

ど
を
紹
介
す
る
ほ
か
、
19
日
は
、

も
の
づ
く
り
体
験
や
ロ
ボ
ッ
ト
展

示
も
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

と

き

18
日
㈮
企
業
向
け
展
示
・
商
談

19
日
㈯
一
般
向
け
展
示
・
催
し

両
日
と
も
午
前
10
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ

松
江
市
く
に
び
き
メ
ッ
セ

入
場
料　

 

無
料

く
わ
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

松
江
市
産
業
振
興
課
内

中
海
産
業
技
術
展
実
行
委
員
会

（
☎
０
８
５
２
―
55
―
５
５
１
８
）

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://nakaum
i-sangyo.

com
/

　
「
こ
く
き
ん
１
日
公
庫
」
開
催

日
本
政
策
金
融
公
庫
米
子
支
店
・

米
子
商
工
会
議
所
共
催
で
「
こ
く

き
ん
１
日
公
庫
」を
開
催
し
ま
す
。

公
庫
担
当
者
・
商
工
会
議
所
職
員

が
個
別
に
融
資
の
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。
事
前
に
ご
予
約
の
上
お

越
し
く
だ
さ
い
。

と

き

18
日
㈮　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

米
子
商
工
会
議
所

問
合
せ

日
本
政
策
金
融
公
庫
米
子
支
店

（
☎
34
―
５
８
２
１
）

米
子
商
工
会
議
所
経
営
支
援
一
課

（
☎
22
―
５
１
３
１
）

　

美
保
基
地
開
放
の
日

と

き

27
日
㈰　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ

航
空
自
衛
隊
美
保
基
地
内

イ
ベ
ン
ト

Ｃ
―
１
等
航
空
機
展
示
、
車
両
等

装
備
品
展
示
・
試
乗
、
Ｓ
Ｌ
日
本

海
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど

く
わ
し
く
は
、
美
保
基
地
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

美
保
基
地
渉
外
室
（
☎

45
―
０
２
１
１
）

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w

w
.m

od.go.jp/
asdf/m

iho/

平成23年度（第47回）

■会場　米子市文化ホール　メインホール
■時間　午後２時～４時（開場午後１時30分）
　　　　午後２時～午後３時　市長講演
　　　　午後３時10分～　閉講式
■受講料　無料（市長講演は公開講座です。）
■申込　直接、会場にお出かけください。
■問い合わせ　生涯学習課
　　　　　　　（☎２３－５４４４）

とき 内 容

第
11
回
（
最
終
回
）

21日
（月）

【公開講座】
「いきいきプラン2011
～第２次総合計画と
あしたに向けたまちづくり～」

　米子市長　野
の

坂
ざ か

康
や す

夫
お

閉講式　教育長　北
き た

尾
お

慶
け い

治
じ

※とっとり県民カレッジ連携講座です。

平成23年度　女性のパワーアップ講座
誰とでもうまく話せる会話術

話術をみがいて、コミュ二ケーション力アップ
　人と話すのがどうも苦手だと思っている人、仕事などで人前で発表する機
会のある人、再就職を考えている人などにぴったりの講座です。
　ぜひ、貴女自身のステップアップに !!
◆講師　フリーアナウンサー　河

こ う

野
の

美
み ち

知さん 
プロフィール　元・山陰中央テレビアナウンサー。在
職中、「TSKスーパーニュース」のキャスターを８年間
務め、フジテレビ「めざましテレビ」山陰地区中継リポー
ターなどを担当。2003年、FNSアナウンス大賞奨励
賞受賞。京都府京都市出身。島根県松江市在住。

第１回 11月23日（水・祝）
午後２時～４時

ボイストレーニング編
　～自分のクセを見つけよう！～

第２回 11月26日（土）
午後２時～４時

コミュニケーション編
　～会話上手になる極意を学ぼう！～

第３回 12 月１日（木）
午後２時～４時

コミュニケーション実践編
　～スピーチ苦手克服、会話術を磨こう！～

■場 所　米子市男女共同参画センター　かぷりあ（イオン米子駅前店４階）
■募集人員　20名程度（３回連続受講可能な方優先）応募者多数の場合抽選
■参加無料（要予約・17日締切り）、託児有（３名程度・１歳以上未就学児・要予約）
■問 合 せ　男女共同参画推進課（☎２３－５４１９）

　空き時間を活かして興味のあること
を始めてみませんか。市主催の学習講座
や市内公民館で活動しているサークルな
ど、ご希望に合うものを探すお手伝いを
しています。お気軽におたずねください。
■ところ　生涯学習課　☎２３－５４４４
　　　　　（市役所第２庁舎３階）
■と き　午前10時～正午・午後１時～４時
　　　　　（土、日、祝日を除く）



相
手
を
思
い
や
る
心　

み
ん
な
で
養
う　

参
画
社
会　
　
　

市
民
応
募
作
品

「スカイツリーの秘密」
講師　彫刻家　澄

すみかわ

川喜
き

一
いち

さん
講師の澄川さんは、平成24年５月に開業予定の東京スカイツリーのデ
ザイン監修を務められました。法隆寺の五重塔をイメージし、自身の
彫刻のテーマである「そりのあるかたち」をデザインコンセプトとし
た東京スカイツリーに込められた想いなど、新しい日本のシンボルの
魅力を知ることができます。

■と き　11月23日（水・祝）　午後２時～（開場１時30分）
■ところ　米子市淀江文化センター（さなめホール）

◆東京スカイツリーのパネル、模型も展示します。
※入場は無料ですが、整理券が必要です。
■整理券取扱所
　淀江支所よどえまちづくり推進室、米子市淀江文化センター、
　米子市文化ホール、米子市公会堂、米子市立図書館、米子市美術館、
　米子市児童文化センター、各公民館
■問合せ　淀江支所よどえまちづくり推進室（☎５６－３１６４）

　米子市内には 29の公民館があり、市民の皆
さんがさまざまな活動の拠点として活用して
おられます。
　そうしたみなさんの作品展示や舞台発表等、
公民館活動の成果の発表の場として、また各
公民館の活動を知っていただく場として「ふ
れあい発表会」を開催いたします。

■と き　12月７日（水）～９日（金）
■ところ　米子市文化ホール

▼作品展示の部…展示室

▼舞台発表の部…メインホール
　　　　　　　　（９日（金）のみ）

※くわしくはチラシでご確認ください。
■問合せ　生涯学習課（☎２３－５４４２）

平成23年度　米子コンベンションセンター
地域振興事業基金による事業

　文化芸術に携わっておら
れる皆さんの活動を支援
し、また地域の方々に広く
活動を紹介することにより
生活の中で身近な文化に触
れることができ、さらには
交流の場となることを目的
とし開催します。
■展示場所
　米子コンベンションセンター　１階　情報プラザ
■展示会期間

第１期：平成24年２月27日（月）～３月４日（日）
第２期：平成24年３月５日（月）～３月11日（日）
第３期：平成24年３月12日（月）～３月18日（日）

　※いずれも準備、開催、撤収を含んだ期間となります。
■応募資格
　鳥取県西部を主として活動されている文化芸術団体
■応募締切
　11月20日（日 ) 必着（第１期、２期、３期とも）
　※応募者多数の場合は抽選となります。
■応募・問合せ　　〒 683－0043 米子市末広町 294
　米子コンベンションセンター「アート交流ひろば」係
　（☎３５－８１１１）



米子市営住宅入居者募集
■所在地、戸数、規格、家賃

住宅名 所在地 空家番号 構造 間取り 家賃月額
（円）

建築
年度棟 号

青 木
住 宅 永 江

52R2 201 中層耐火
４ 階 建 3DK 13,400

～26,300 S52

52R3 202 中層耐火
４ 階 建 3DK 13,400

～26,300 S52

53R1 205 中層耐火
４ 階 建 3DK 14,000

～27,600 S53

■入居者の資格　市内に住所または勤務場所があり、独立の生
計を営んでいる方／現在一緒に住んでいるか、または住もうとし
ている親族（事実上婚姻関係と同様の事情にある方や婚約者を含
む）がある方。ただし、生年月日が昭和31年４月１日以前の方な
どは、単身でのお申込みが可能です。／世帯の収入が公営住宅法
に定める収入基準に合う方／現に住宅に困窮していることが明ら
かな方／米子市税などに滞納がない方／暴力団員でないこと
■申込受付期間　１日（火）～８日（火）　土・日・祝日を除く。
■申込受付場所　建築住宅課（市役所本庁舎２階）、
　　　　　　　　淀江支所地域生活課（淀江支所１階）
■申込みに必要な書類に
　住宅申込書、所得に関する証明書、住民票（世帯全員のもの。
外国人の場合は、外国人登録法第４条第１項の登録を受けてい
ることを証明する書類）。その他、申込理由により添付書類が
必要となる場合があります。住宅申込書などは建築住宅課、淀
江支所地域生活課にあります。
■入居選考方法　10日（木）　公開抽選により選考します。
■入居可能予定日　12月１日（木）
※次回の市営住宅入居者募集は 112月１日からの予定です。
■問合せ　建築住宅課（☎２３－５２６３）

また、店舗（所在地：東町　27.66㎡　家賃月額 33,000円）
の募集もしています。くわしくはお問い合わせください。

■人権相談
人権擁護委員が相談に応じます。予約不要。 ▼ 10日（木）・
12月９日（金）午後１時～４時／市役所第２庁舎１階相談
室／問人権政策課（☎２３－５４１５）

■行政相談
国など役所へのご要望、ご意見について行政相談委員
が相談に応じます。予約不要。 ▼２日（水）、24日（木）、
12月２日（金）／市役所本庁舎４階 402会議室。いずれ
も午後１時～４時／問市民相談課（☎２３－５３７８）

■多重債務・ヤミ金融等相談会
多重債務やヤミ金融等について、弁護士や司法書士等
が無料で相談に応じます。１件30分、要予約。 ▼ 24日

（木）午後１時30分～４時／米子コンベンションセンター
／毎月開催／問鳥取県西部消費生活相談室（☎３４－
２６４８）・米子市消費生活相談室（☎３５－６５６６）

■米子市消費生活相談室
買物、訪問販売のトラブルや借金、架空請求、クーリン
グ・オフなど消費生活に関する相談に応じます。 ▼平日
午前８時30分～午後５時／消費生活相談室（市役所本庁
舎１階）／問米子市消費生活相談室（☎３５－６５６６）

■国民健康保険料などの夜間納付相談
日中、仕事などのため国民健康保険料・後期高齢者医療
保険料の納付相談などができない方を対象に、夜間相談
に応じます。 ▼ 15日（火）午後８時まで／市役所保険年
金課（本庁舎１階）／問保険年金課（☎２３－５１２４）

■鳥取県行政書士会無料相談
相続・遺言・成年後見・悪徳商法被害・交通事故など、
行政書士が無料で相談に応じます。予約不要。 ▼ 12日

（土）・12月10日（土）の午前10時～午後２時／イオン
米子駅前店４階　男女共同参画センター会議室／問鳥
取県行政書士会事務局（☎０８５７－２４－２７４４）

■県内一斉「法務局サンデー相談所」開設
法務局職員、公証人が遺言、相続、登記、戸籍、人権、
供託、心配事など何でも相談に応じます。相談は無料で、
秘密は厳守します。20日（日）午前10時～午後４時／鳥
取地方法務局米子支局（旗ヶ崎）／問鳥取地方法務局米
子支局総務課（☎２２－６１６１）

■相談名
内容 ▼日時／場所／問合せ先
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の
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顔
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る
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な
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会　
　
　

市
民
応
募
作
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■議会事務局（☎３２－０３０２）

12日（月）予算審査特別委員会

12月１日（木）本会議（開会、議案上程） 13日（火）総務企画委員会、予算審査特別委員会総務企画分科会

５日（月）本会議（各個質問） 14日（水）市民福祉委員会、予算審査特別委員会市民福祉分科会

６日（火）本会議（各個質問） 15日（木）経済教育委員会、予算審査特別委員会経済教育分科会

７日（水）本会議（各個質問） 16日（金）建設水道委員会、予算審査特別委員会建設水道分科会

８日（木）本会議（各個質問、議案質疑、委員会付託） 20日（火）予算審査特別委員会

９日（金）各個質問予備日 22日（木）本会議（付議案の処理、閉会）

中国税理士会税金相談センター
税金に関するさまざまな相談に、税理士が電話でお答えしま
す。相談は無料で、秘密は厳守します。
　　　　　　税金　　　　　　苦にな　　らない　みなOK
　　　　　・　・　　　　　　・　・　・　　　・　・　・

☎０１２０－９２７－３７０（フリーダイヤル）
■固定電話からおかけください。
■月曜日～金曜日、20分程度
■税理士（税理士法人）に依頼されてる方はご遠慮ください。
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■申込・問合せ　
　健康対策課（☎２３－５４５２～５４５４）
　錦町一丁目「ふれあいの里」３階

お子さんの予防接種
ところ　保健センター ( ふれあいの里３階 )
受　付　午後１時～２時（接種は午後１時15分～）

▼生まれ月ごとに毎月実施します。受けられなかった場
合は、翌月以降に受けてください。

▼母子健康手帳、予診票をお持ちください。母子健康手帳
がないと受けられません。「予防接種と子どもの健康」の
冊子を読んできてください。体温は接種会場で測ります。

◆結核予防接種（BCG）◆
対 象 児 接 種 日

H23年７月28日～８月８日生 11月８日（火）
H23年８月９日～８月24日生 11月24日（木）
H23年８月25日～９月８日生 12月８日（木）

生後３か月で接種します。生後６か月未満で接種を受け
ていない方も受けてください。

◆ポリオ（小児まひ）予防接種◆
対　象　児 １回目 ２回目

H23年１月生 １回目の接種を受けていない
方は、下記の日程で１回目、
２回目を受けてください。

11月30日（水）
H23年２月生 12月15日（木）
H23年３月生 11月２日（水） １月31日（火）
H23年４月生 12月14日（水） ２月22日（水）

▼７歳６か月未満で接種を受けていない方も受けてくだ
さい。６週間以上の間隔をおいて２回飲みます。間隔は
６週間以上であれば、いくら長くてもかまいません。

結核・肺がん検診日程
月 日 と こ ろ と き

11月15日
（火）

夜 見

４区・松本進氏宅裏空地 午前９時40分～９時50分
５区・松本弘次氏倉庫跡 午前10時～10時10分
夜見公民館 午前10時30分～11時
１区公民館入口 午前11時10分～11時30分
しんかわストア 午後１時～１時20分
業務用食品スーパー夜見店 午後１時40分～２時

11月16日
（水）

県

下福万隣保館 午前９時20分～９時40分
県公民館 午前10時～10時20分
石州府集荷場 午前10時40分～11時
上福万公民館 午前11時10分～11時30分
日下・山根速水氏宅前 午後１時～１時20分
緑ヶ丘グリーンハイツコミュニティプラザ 午後１時40分～２時
河岡公民館 午後２時20分～２時40分
清水ヶ丘集会所 午後２時50分～３時10分

11月18日
（金）

加 茂

１区自治会館 午前８時50分～９時10分
マルユウ建材前 午前９時30分～９時50分
自衛隊特借宿舎（Ｔ－２）横 午前10時10分～10時30分
加茂公民館 午前10時50分～11時50分
５区中自治会館 午後１時20分～１時40分
三柳団地ふれあい会館（団地１区集会所駐車場） 午後２時～２時40分
浜河崎会館 午後３時～３時20分
西皆生団地78号地（公園前自治会倉庫置場） 午後３時40分～４時

11月21日
（月）

尚 徳

兼久公民館 午前９時30分～９時50分
青木公民館 午前10時～10時20分
下安曇公民館 午前10時30分～10時40分
上安曇公民館 午前10時50分～11時10分
別所公民館 午前11時20分～11時40分
大袋公民館 午後１時10分～１時30分
榎原グリーンハイツ（倉光敏愈氏宅前） 午後１時40分～１時50分
大谷公民館 午後２時～２時10分
実久公民館 午後２時20分～２時30分
茶屋公民館 午後２時40分～３時

11月22日
（火）

成 実

富士見ヶ丘自治会集会所 午前９時10分～９時20分
宗像ニュータウン集会所 午前９時30分～９時40分
日原・平木フトン店 午前10時～10時20分
日原グリーンヒルズ公民館 午前10時30分～10時40分
橋本多目的集会所 午前10時50分～11時
吉谷１区公民館 午前11時10分～11時30分
古市公民館 午後１時～１時20分
新山公民館 午後１時30分～１時40分
石井・森ひふ科内科医院駐車場 午後２時～２時30分
成実公民館 午後２時50分～３時10分
美吉１区公民館 午後３時30分～３時50分

11月30日
（水）

淀江公民館 午前９時30分～９時50分
米子市淀江支所 午前10時10分～10時30分
宇田川分館 午前10時50分～11時
大和分館 午前11時20分～11時40分
大高公民館 午後１時20分～１時50分
ふれあいの里 午後２時30分～３時30分

■対象者　 ▼胸部レントゲン検査…40歳以上の方
　　　　　※たんの検査は別途条件があります。
■自己負担金　市民税課税世帯の方…300円（たんの検査は 900円
追加）、70歳以上の方・市民税非課税世帯の方…100円（たんの検査
は 300円追加）、生活保護世帯の方…いずれも無料
■受診券　受診の際に、健診受診券の中にある「結核・肺がん検診受
診券」を必ずご持参ください。くわしくは地区回覧でご確認ください。

胃がん集団検診（Ｘ線検査）日程

11月18日（金）
義 方 公 民 館 午前７時30分～８時
啓 成 公 民 館 午前９時～９時30分

12月14日（水） ふれあいの里＊ 午前８時30分～10時
■前日の午後９時以降は絶飲食をしてください。起床時
から検査が終わるまで、喫煙・ガムはご遠慮ください。
■当日は必ず受診券をご持参ください。
＊12月14日（水）の検診は、事前に予約が必要です。ご
希望の方は、健康対策課へお早めにお申し込みください。
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乳がん検診の
予約はおすみですか？

　乳がん検診は、医療機関または検診車で受
診することができます。
　予約が取りやすい公民館もありますので、
くわしくは健康対策課までご連絡ください。

▼ 11月の集団検診日程
月 日 会 場

11月15日（火） 米子市淀江支所
11月17日（木） ふれあいの里
11月24日（木） 大篠津福祉センター
11月25日（金） 大和分館
11月27日（日） ふれあいの里

■内容　 問診・視触診・マンモグラフィ検査
■受付時間　午後１時30分～３時
■予約が必要です。

肝炎ウイルス検査
受けたことはありますか？

　肝炎ウイルス検査は B型・C型肝炎ウイル
スに感染している可能性があるか血液検査で
調べます。
■対 象 者　40歳以上で過去に検査を受けた
　　　　　　ことのない方
■実施期間　12月末まで
※受診するには、受診券が必要です。
　受診券をお持ちでない方は、健康対策課に
　お申し込みください。

献血のお知らせ
　次の会場で献血を行ないます。医療に必要
な血液は、多くの人々の善意と協力で確保さ
れています。ご理解とご協力をお願いします。
日 受付時間 献血会場

２日（水）13:30～
17:00 鳥取大学医学部附属病院

４日（金）9:00～
11:00 米子総合卸センター

13日（日）9:00～
16:30 ウインズ米子

23日（水）11:00～
16:30

イオン日吉津ショッピ
ングセンター西館

■献血ルーム「ひえづ」（場所：イオン日吉津ショッ
ピングセンター東館１階）でも行なっています。
■くわしくは、鳥取県赤十字血液センター（☎
３８－７１９４）にお問い合せください。

高齢者のインフルエンザ予防接種を実施しています
　高齢者の方を対象に、年１回のインフルエンザ予防接種を実施します。
　ただし、本人が接種を希望する場合に限ります。
　10月中旬に、対象者の方に受診券を郵送しました。
■対象者
○ 65歳以上の方（平成23年12月31日までに 65歳の誕生日を迎えられる方）
○ 60 歳以上 65 歳未満の方で、心臓、腎臓もしくは呼吸器の機能またヒ
ト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障害を有する者として厚生労働省
令で認められた方（身体障害１級程度）
■接種期間　平成24年１月31日（火）まで
■受け方　必ず医療機関に電話で確認をし、受診券を必ずご持参のうえ、
お出かけください。（委託医療機関は受診券に記載してあります。）
■負担金　市民税課税世帯の方…1,000円、市民税非課税世帯の方…500 円、
　　　　　生活保護世帯の方…無料

～感染予防をこころがけましょう～
　インフルエンザワクチンは重症化や死亡の防止には一定の効果があります
が、感染を 100％防ぐものではありません。感染予防のため、手洗い・うがい・
マスクの着用するなど「せきエチケット」を心がけましょう。

平成23年度　糖尿病週間公開講座
■と き　13日（日）午後２時～４時まで（開場午後１時）　　　　
■ところ　ふれあいの里　１階大会議室
■参加費　無料
◆講座内容

１　糖尿病と食事　　演者：衣
き ぬ が さ て る

笠光美
み

さん（野島病院）
２　糖尿病と眼　　　演者：濱

は ま も と

本順
じ ゅ ん じ

次さん（濱本眼科クリニック）
３　糖尿病と心臓　　演者：古

ふ る

瀬
せ

祥
よ し ゆ き

之さん（鳥取大学）
４　糖尿病と脳卒中　演者：池

い け

田
だ

　匡
ただす

さん（鳥取大学）
５　総合討論　　　　司会：藤

ふ じ や ま か つ

山勝巳
み

さん（住吉内科眼科クリニック）
◆健診コーナー　( 午後１時～２時、午後４時～４時30分 )
　血圧・血糖・体脂肪・骨密度・脈波（血管年齢は 20名程度）
■問合せ　鳥取大学医学部保健学科成人・老人看護学講座内
　　　　　日本糖尿病協会鳥取県支部（☎・FAX　３８－６３１６）

「おとなの健康診査」実施医療機関の追加
　６月下旬にお送りした「健診受診券」に掲載してある医療機関のほかに、
新たに実施医療機関の追加がありましたので、お知らせいたします。

健診種別 実施医療機関名 連絡先
（住所・電話番号）

健康診査（特定・後期高齢者）、
介護予防健診、大腸がん検診 新開山本クリニック 上福原７－２－17

☎３６－１２００

乳がん検診 ミ オ・ フ ァ テ ィ リ
ティ・クリニック

車尾南２－１－１
☎３５－５２１１
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米子城のヒミツをさぐる！
（探検クラブ）
（共催：山陰歴史館、講師：山
陰歴史館館長　国

く に

田
た

俊
と し

雄
お

さん）
20日（日）・27日（日）、午後
２時～４時、対象：小学生～
大人、各回30名、無料、電
話受付中。
はじめてみませんか？読み聞
かせ（講師：おしゃべりたん
ぽぽ　中

な か む ら

村登
と み こ

美子さん、永
な が

井
い

節
せ つ

子
こ

さん）
18日（金） 午前10時30分～
正午。対象：読み聞かせ初心
者の大人、30名、無料、申込
受付中。※託児有…先着 10
名、10日（木）までに要申込。
天体観測会「木星とおうし座
のすばるをみよう」
26日（土）午後７時30分～、
対象：どなたでも可、20組、
無料。12日（土）から電話受付。
プラネタリウムコンサート 

（出演：ダージリン）
20日（日）午後２時～２時40
分、幼児・小中高校生・70
歳以上の方無料、大人 300
円。星を見ながら、素敵なバ
ンドミュージックをお楽しみ
ください。当日先着 110名。
プラネタリウム「今夜見える
星空と全天周番組」
平日…午後２・３時、土・日・
祝日…午前11時・午後１・２・３・

４時の投影。幼児・70歳以上
無料、小中高校生 50円（土・日・
祝は無料）、大人 300円。
木のおもちゃクラブ「もくも
く」初心者の日
30日（水）午前10時～正午、
対象：大人。はがきサイズの
木のパズル作り。参加費450
円、９日（水）から電話受付。
えほんとわらべうた
毎週水曜日、0～１歳半：午
前10時30分～、１歳以上：
11時10分～。
紙芝居のじかん
19日（土）午後２時30分～３
時、対象：幼児～大人。
おはなしのへや（共催：朗読
ボランティア火曜の会）
13日（日）午前11時～11時
30分、対象：幼児～大人。
だくちるおはなし会（共催：
おはなしグループだくちる）
26日（土）午後２時15分～３
時、対象：幼児～大人。
じどぶん育児相談「ままこん」
23日（水・祝）午前10時～
正午、自由参加、無料。元保
育士の方々が、子育て中の保
護者の悩みにお答えします。
■開館時間（電話受付時間）
午前９時～午後５時
■今月の休館日　毎週火曜日
■多目的ホールと研修室は開
館日の午後10時まで利用可。
有料・要事前申込。（１週間
前まで）

常設展Ⅱ「生誕110年記念　
収蔵品による笹鹿彪展」
米子市出身の洋画家・笹

さ さ

鹿
か

彪
ひょう

（1901～1977）の生誕110年
を記念し、収蔵品の中から笹
鹿作品と資料を展観します。
会期：27日（日）まで
　　　［毎週水曜日休館］
観覧料：一般 310（260）円
※（　）内は 15名以上の団体
料金。大学生以下の方、70
歳以上の方、障がいのある方

（付添いの方１名含む）、米子
市美術館後援会会員は無料。
第４回ミュージアムスクール

「学芸員レクチャー」
12月18日（日）から開催の特
別展「三沢厚彦　ANIMALS'11
　in　Yonago」について、事
前に学芸員が見どころをご
紹介します。20日（日） 午後
２時～３時、参加無料、定員
40名程度、申込不要。
平成24年度　第52回米子市
美術展覧会（市展）のご案内
会期：平成24年４月27日（金）
～５月５日（土） ［会期中無休］
出品部門：洋画・日本画・書
道・写真・工芸・彫刻
出品資格：米子市在住者。た
だし、市内にお勤めまたは通
学している方、または市内の
美術団体に所属している方を
含む。（中学生以下は除く）
搬入日：４月22日（日） 午前
10時～午後４時
搬入場所：米子市美術館
※各部門の優秀作品には市展
賞・奨励賞が贈られます。
※くわしくは美術館まで。
■開館時間
午前10時～午後６時

「中村一忠と八幡神社展～速
報～」展
会期：12月４日（日）まで

［会期中無休、観覧無料］
　今年３月、東

ひ が し や わ た

八幡に鎮座す
る八

は ち ま ん

幡神社で、初代米子城主
の中村一忠が奉納したとされ
る、中国地方で最古の三十六
歌仙額 24枚と、江戸時代の
漢籍・和歌関係資料ほかが見
つかり、当時の歴史を知る貴
重な資料として注目を集め、
米子高専准教授：原

は ら

　豊
と よ じ

二さ
んを中心に調査が進められて
います。また同神社には、そ
の他にも慶長年間以降の棟札
や古文書などの貴重な歴史資
料も多数発見されています。 
　本展では、八幡神社の貴重
な資料をお借りし、米子城の
素地を築いた中村一忠の足跡
や八幡神社の歴史的価値を紹
介しています。
民話のへや
20日（日）午後１時30分～、
２階いろりの間、語り：ほう
き民話の会、内容：三つの易、
大山の烏天狗、子育て幽霊、
庄五郎じいさんの狐退治。民
話あれこれ（酒

さ か

井
い

董
た だ よ し

美さん）
■開館時間
午前９時30分～午後６時
■今月の休館日　なし

青石造物探訪ツアー
「旧市内の石造物巡り」
米子城周辺に点在する石造物

（近世～現代）を巡り、石塔や
記念碑が物語る米子の歴史に
ついて学びながら散策します。
５日（土）午前９時～正午、

11月の催し

児童文化センター
（☎ 34－5455）

米子市美術館
（☎ 34－2424）

山 陰 歴 史 館
（☎ 22－7161）

埋蔵文化財センター
（☎・FAX26－0455）
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定 員20名、 資 料 代 100円、
場所：児童文化センター前集
合、電話・FAX で申込受付中。
考古学講座（第４回）

「奈良時代のよなご」
発掘の成果をスライド、出土
品等で解説します。
13日（日）午後１時30分～３
時、場所：埋蔵文化財センタ
ー、定員 40名、資料代 100円、
電話・FAX で申込受付中。
■開館時間
午前９時～午後５時
■今月の休館日　催事開催日
を除く毎週土、日、祝

つつじ読書会
12日（土）午後２時、大会議室、

『田
た

辺
な べ

聖
せ い

子
こ

の古典まんだら』
（下）　田辺聖子：著　新潮社
楽しく漢文に学ぶ会
13日（日）午後１時30分、特
設文庫室、『論語新釈』宇

う

野
の

哲
て つ

人
と

著（講談社学術文庫）。
おはなし会
★毎週木曜日（協力：ほしの
ぎんか、第４木曜：火曜の会）
午前10時40分～ 11時30分、
親子読書コーナー。絵本の読
み聞かせ・わらべうた・紙芝
居・パネルシアターなど。
★８日（火）（毎月第２火曜日・
図書館職員）午後４時～、絵
本の読み聞かせ・わらべうた・
紙芝居・パネルシアターなど
伯耆文化研究会11月例会
19日（土）午後１時30分、大
会議室。

「鳥取県西部地区の動物」
…発表者：矢

や た

田貝
が い

繁
し げ あ き

明さん
「江美城と城下町」
…発表者：伊

い と う

藤　創
はじめ

さん
古文書研究会
26日（土） 午後１時30分、大

会議室。「新修米子市史近世」
関連史料から「鹿島重好御用
日記」（維新変動期の米子町）
を読む。講師：山

や ま ふ じ

藤良
り ょ う じ

治さん
ビジネス支援
「起業・事業融資相談会」（要
事前申込）
９日（水）午後２時～４時、特
設文庫室、予約先：日本政策
金融公庫米子支店（☎３４－
５８２１）
「特許無料相談」（要事前申込）
22日（火）午前10時30分～
午後４時、特設文庫室。主催・
予約先：米子市立図書館（☎
２２－２６１２）
子どもの本の講座
20日（日）午前10時30分～
午後３時30分、大会議室。

「いま心を耕すとは～十代の
文学を考える～」講師：清

し み ず

水
眞

ま さ こ

砂子さん（児童文学者）
主催・申込先　鳥取県立図書
館（☎０８５７－２６－８１５５・
FAX ０８５７－２２－２９９６）
申込締切 11日（金）
図書館まつり
５日（土）・６日（日）

▼ 本の市　お好きな本をお持
ち帰りください。 ▼おはなし
会　紙芝居、絵本の読み聞か
せ、パネルシアターなど。 ▼

絵本づくり　色を塗って折る
だけで、簡単に絵本が作れま
す。 ▼手作りバッグ　美しい
絵本のカバーでバッグづくり。
■開館時間
午前10時～午後６時
■今月の休館日　毎週月曜
日、30日（月末資料整理）

第２回コハクチョウとギターの調べ
昔なつかしのフォークソング
やギターの生演奏をどうぞ。

出演：六弦倶楽部。３日（木・
祝）午後２時～６時、対象：
大人向け（子どもの同伴可）、
入館料 300円、会場：水鳥
公園ネイチャーセンター
自然観察会「落雁を観よう！」
大編隊で水鳥公園にねぐら入
りするマガンの群れを観察。
12日（土）午後５時～６時、
対象：小学生～大人、当日受
付、入館料300円、集合：水
鳥公園ネイチャーセンター
手作り自然教室「鳥の羽根の
ブローチを作ろう！」
２日間かけて本物そっくりな
羽根の木彫りを作り、ブロー
チに仕上げます。20日（日）、
23日（水・祝）午前10時～正午、
対象：小学生～大人、先着15名、
要予約、材料費 500円、集合：
水鳥公園ネイチャーセンター
第４回子ども自由研究発表会
今年度に取り組んだ、自然科
学に関する自由研究の成果を
小学生が発表。20日（日）午後
１時30分～４時、対象：小学
生～大人、入館料 300円、会場：
水鳥公園ネイチャーセンター
フェザーカービング展
本物そっくりな木彫りの羽根
を多数展示。６日（日）午後
１時～１月14日（土）、入館
料 300円、会場：水鳥公園
ネイチャーセンター
■水鳥公園のイベントは、とっ
とり県民カレッジ連携講座です。
■開館時間　平日：午前８時
30分～午後５時30分、土・日・
祝：午前７時～午後５時30分
■今月の休館日　毎週火曜日、
４日、24日

11月ロビー展「金田知子作
品展～えんぴつ画～」

金
か ね だ

田知
と も こ

子さん（大山町在住）
■入園料
大人 200円、小・中学生 50円。

（市内にお住まいの方の料金。
受付でお申し出ください。）
■開園時間
午前９時30分～午後５時
■休園日　第２・第４水曜日

素鳳コレクション「わたしの
おともだち～抱き人形展・西
洋人形から市松人形まで～」
幼き日の思い出…おままごと
遊びの世界に人形は欠かせな
いものでした。そんな懐かし
いお人形に会いに来てくださ
い。12月11日（日）まで。
企画展「淀江傘展　今に伝え
る匠のこころ」
昔ながらの技
法により仕上
げた和傘の展
示です。他の産地には見られ
ない優雅な桔梗模様の糸飾り
が見どころです。期間：11
月９日（水）～12月11日（日）

『７周年記念イベント』
３日（木・祝）午前11時30分
～午後２時30分。皆生温泉
おかみ会による「かに汁・お
こわ」の振る舞いや、「上方
演芸の会 in 皆生温泉」と題
し、落語やマジック、太神楽
曲芸などを披露します。ぜひ
お越しください。

▼ チケット 1,000円（限定
500枚） ▼チケット販売・問
合せ　皆生温泉旅館組合（☎
３４－２８８８）
■入館料
250円（小学生以下無料）
■開館時間
午前９時～午後５時
■休館日　第２・第４火曜日

米子水鳥公園
（☎ 24－6139） 伯耆古代の丘公園

（☎ 56－6817）

市 立 図 書 館
（☎ 22－2612）

素鳳ふるさと館
（☎35－0175：米子市観光センター内）



米子市の人口と世帯数　平成23年10月１日現在（住民基本台帳登録者数と外国人登録者数の合計）　　※（　）内は前月比

人口 150,209人（＋18人）　男性 71,339人（＋25人）　女性 78,870人（－7人）　世帯数 63,670世帯（＋57世帯）

■編集発行／米子市総務部秘書広報課／〒 683-8686 米子市加茂町１－１／☎２３－５３７２
　Ｅメール kouhou@city.yonago.lg.jp　■毎月１日発行　■印刷／有限会社岡本美術印刷

　シブイロカヤキリは、一般的な昆虫図鑑には載っていないので、あまり
知られていない虫です。私がこの虫と初めて出会ったのは、昨年 11 月に
開催した自然観察イベントのときでした。イベントのお手伝いをしてくれ
ていた大学生が採集したのですが、水鳥公園で初めて見つかった昆虫なの
で、水鳥公園で標本にして保管するために譲ってもらいました。
　その後、シブイロカヤキリを入れたチャック付きポリ袋を一晩置いてい
たら、夜の間にチャックをこじ開けて逃げ出し、翌朝に袋は空になってい
ました。一生懸命探しましたが見つからず、せっかくの貴重な標本を失っ
た、とがっかりしました。
　その数か月後、何気なく書類を閉じたファイルを開いたところ、書類の

隙間で干からびているシブイロカヤキリが見つかりました。この虫は成虫で越冬するのですが、暖かく乾燥した室内では
冬眠できなかったのでしょう。幸い、ほとんど体は壊れていなかったので、そのまま標本として保管しました。
　そして、今年の春、夜に園内を歩いていると、草むらのあちらこちらから「ジャ～～」というにぎやかな虫の声が聞こ
えていました。毎春聞こえてくるこの声は、クビキリギスというキリギリスの仲間のものだろう、と思いながら、音の出
所を探してみました。すると、鳴いていたのはシブイロカヤキリでした。もしや、と思い、他の鳴き声の発信元を調べて
みたら、案の定、そのほとんどがシブイロカヤキリでした。
　この虫が昨年の秋に初めて見つかったときは、とても珍しいことだと思っていました。ところが、翌春にこんなに見つ
かるとは驚きました。毎春当たり前のように聞いていた「ジャ～～」という声はクビキリギスのものだと思い込んでいた
ので、もしかしたらもっと前からシブイロカヤキリは水鳥公園にいたのかもしれません。思い込みの危うさを実感しました。
　専門書には、シブイロカヤキリは山口県より東では記録がないと書いてありますが、近年分布が北上傾向にあり、島根県、
鳥取県でも見つかっています。この虫も気候の温暖化傾向の影響を受けているようです。

水鳥公園指導員　桐
き り は ら け い す け

原佳介

水鳥公園からのたより
シブイロカヤキリ

11月に見られる水鳥公園の生きものたち
マガン、コハクチョウ、キンクロハジロやホシハジロなどのカモ類、オオタカやチュウヒなどの
タカ類、カイツブリ、カワウ、アオサギなどのサギ類　など。

「よなごの宝88選」から
　国道431号のケヤキ通り　　《宝No.66》　　新開 他

　街路樹は街の景観を保つ上で重要な働きをするとともに、防災の役割も担
うことからも、また、健康で明るい市民生活を営むためには必要なものであ
るといえます。
　米子市内に多く植栽されている街路樹は、国道431号沿いのケヤキを筆頭に、
秋の紅葉が美しいナンキンハゼやトウカエデ、春に白い花を咲かせるニセア
カシヤ、夏に熟す赤い実がおいしいヤマモモなどがあげられます。中でもケ
ヤキは市内で最も多く見られます。低木では、米子市の花であるツツジ（ヒラ
ドツツジ、サツキツツジなど）が最も多く、その他アベリア、モッコク、マメ
ツゲ、サザンカなどが多く植栽されています。
　国道431号のケヤキ並木は、杜の都・仙台のケヤキ通りにヒントを得て昭和60年（1985）ごろから整備され、県
内では初めての「無剪

せん て い

定並木」で、木も天に向かって箒
ほうき

状に伸びる種類が選ばれています。平成19年（2007）には
市の実施した「米子市の大切にしたい景観」アンケートで、「大山」に次いで２位に選ばれました。
　この並木は「ケヤキ通り」と愛称され、地元では「米子ケヤキ通り振興会」を設立して、「米子ケヤキ通り祭り」
や写真コンテスト、清掃や花壇の手入れなど、美観を活かした地域振興に取り組んでいます。特に新開川と並行
する新開１丁目から７丁目の堀川橋までの約３km、約250本のトンネルは素晴らしく、春の新緑から秋の紅葉と四
季折々、美しい姿を見せてくれます。心和む未来につながる都市空間です。

お知らせ　第17回よなご88探宝会　11月20日（日）午後１時～４時、彫刻ロード・湊山公園（街の魅力再発見）、
定員 30名、参加費 500円。申込方法：住所・氏名・電話番号を明記の上、郵便または FAXで「よなごの宝88
選事務局」（東町161－2　文化課内、FAX23－5414）まで。
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